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安全上のガイドライン 

本書には、ユーザの安全を守るため、および製品や接続された機器の損傷を防ぐために守らなければな

らない注意事項が記載されています。これらの注意事項は、下記シンボルで強調表示され、重要度に応

じて次のテキストでランク付けされています。 
 

!  
危険 
適切な注意が払われない場合、極めて高い可能性で、人に致命傷あるいは重傷を及ぼしたり、機器に

重大な損傷を与える恐れがあります。 
 

!  
警告 
適切な注意が払われない場合、人に致命傷あるいは重傷を及ぼしたり、機器に重大な損傷を与える恐

れがあります。 
 

!  
注意 
適切な注意が払われない場合、人に傷害を及ぼす恐れがあります。 

 
 注意 

適切な注意が払われない場合、機器に損傷を与える恐れがあります。 
 

 
注 
製品とその取り扱い方法や、マニュアルの該当部分に関する重要な情報を記載しています。 

有資格者 

この機器の取り付けと作業を行うことができるのは有資格者だけです。有資格者とは、安全基準に従っ

て機器とシステムの配線と接地を行う資格のあるスタッフです。 

正しい使用方法 

以下の点に注意してください。 
 

!  
警告 
この製品とそのコンポーネントは、カタログまたは説明書に記載されている用途にのみ使用可能であ

り、またシーメンスが許可あるいは推奨するメーカーの機器やコンポーネントとの接続においてのみ

使用可能です。 
 
この製品は、輸送、保管、セットアップ、取り付けが正しく行われ、推奨されているとおり、適切な

操作とメンテナンスが行われた場合にのみ、安全かつ正確に機能します。 
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はじめに 

このマニュアルの目的 
本マニュアルは、CiR による動作中のプラントの改造についての全体的な概要を

説明しています。HW コンフィグレーションの基本知識と操作手順について述べ

ています。 

コンフィグレーション、コミッショニング、自動システムの保守部門の担当者向

けです。 

必要な基本知識 
本マニュアルを理解するには、自動化技術の全般的な知識が必要です。  

PROFIBUS-DP I/O に接続されている S7-400 システムを使用した経験があること

を前提としています。 

CiR による動作中のシステムの修正が STEP 7 ソフトウェアに依存しているので、

STEP 7 の操作方法、特に HW コンフィグレーションについて理解している必要が

あります。『STEP 7 V5.3 によるプログラミング』をご覧ください。 

本マニュアルの対応バージョン 
本マニュアルは STEP 7 プログラミングソフトウェアパッケージの 5.3 版用です。

ハードウェアの要件は、第 1 章「要件と概要」を参照してください。 

アップデートされた STEP 7 オンラインヘルプの"readme.wri"ファイルで、サービ

スパックについての最新情報が得られます。 

オンラインヘルプのトピック「新機能」では、STEP 7 の最新版の革新的な新機能

の概要を紹介します。 
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STEP 7 ドキュメントパッケージ 
本マニュアルは、『STEP 7 基本情報』ドキュメントパッケージの一部です。 

次の表で、STEP 7 のマニュアルの概要をご覧ください。 

 
マニュアル 目的 オーダ番号 
STEP 7 基本情報 
• STEP 7 V5.3 の使い方 入門編 
• STEP 7 V5.3 によるプログラミング 
• STEP 7 V5.3 によるハードウェアと 

通信接続のコンフィグレーション 
• S5 から S7 へ、コンバータマニュアル 

STEP 7 と S7-300/400 プログラ

マブルコントローラによるコント

ロールタスクの実装方法を記述し

た、技術担当要員向けの基本情報

6ES7810-4CA07-8BW0

STEP 7 リファレンスと 
• S7-300/400 用ラダーロジック(LAD)/フ

ァンクションブロックダイアグラム

(FBD)/ステートメントリスト(STL) マ
ニュアル 

• 『Standard and System Functions for 
S7-300/400』 

参照情報を提供し、STEP 7 の基

本情報の範囲を越えるプログラミ

ング言語 LAD、FBD、STL およ

び標準ファンクション、システム

ファンクションについて説明 

6ES7810-4CA07-8BW1

 

 
オンラインヘルプ 目的 オーダ番号 
STEP 7 のヘルプ オンラインヘルプ形式で STEP 7

によるプログラミングとハードウ

ェアのコンフィグレーションの基

本情報を提供 

STEP 7 標準ソフトウェ

アに付属 

STL/LAD/FBD の参照ヘルプ 
SFB/SFC の参照ヘルプ 
オーガニゼーションブロックの参照ヘルプ 

状況に応じた参照情報 STEP 7 標準ソフトウェ

アに付属 
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オンラインヘルプ 
本マニュアルはソフトウェアに組み込まれているオンラインヘルプと併せてご使

用ください。このオンラインヘルプは、STEP 7 を使用する際に詳細なサポートを

提供することを目的としています。 
ソフトウェアに組み込まれたヘルプシステムでは、いくつかのインターフェース

が利用できます。 

• Help メニューで、いくつかのメニューコマンドを選択できるようになっていま

す。[目次]コマンドは STEP 7 のヘルプのインデックスを開きます。 

• [ヘルプの使用]は、オンラインヘルプの使い方について詳しく説明しています。 

• 状況に応じたヘルプは、現在のコンテキスト、たとえば開いたダイアログ、ア

クティブなウィンドウについての情報を提供します。状況に応じたヘルプを開

くには、[ヘルプ]ボタンをクリックするか、F1キーを押します。 

• ステータスバーにも状況に応じたヘルプが表示されます。マウスポインタがメ

ニューコマンドの上に置かれると、各メニューコマンドについての簡単な説明

が表示されます。 

• マウスポインタをツールバーのアイコンの上に置くと、アイコンの簡単な説明

が少しの間、表示されます。 
オンラインヘルプの情報を紙媒体へ印刷して読みたい場合、すべてのヘルプ、ト

ピック毎、ブック毎に印刷できます。 

本マニュアルは、マニュアル『STEP 7 によるプログラミング』と同様、STEP 7
の HTML ヘルプからの抜粋です。詳しい手順については、STEP 7 ヘルプを参照

してください。マニュアルとオンラインヘルプがほぼ同一構造なので、マニュア

ルとオンラインヘルプをどちらでも容易に利用できます。 

STEP 7 をインストールすると、Windows の[スタート]メニューから、[スタート

|SIMATIC|Documentation]と選択して、電子マニュアルを利用できます。 

その他のサポート 
技術的な質問がある場合、シーメンスの担当者または代理店の担当者に連絡を

とってください。 

連絡先は下記のアドレスで検索できます。 

http://www.siemens.com/automation/partner

トレーニングセンター 
Siemens 社は、SIMATIC S7 オートメーションシステムに精通していただくため

のたくさんのトレーニングコースを用意しております。詳しくは、該当地区のト

レーニングセンターか、下記のドイツ D 90327 ニュルンベルクの中央トレーニン

グセンターにご連絡ください。 
電話:  +49 (911) 895-3200.  
インターネット: http://www.sitrain.com
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A&D 技術サポート 
全世界、24 時間体制:  

 

Beijing 

Nuremburg

Johnson City 

 

 

全世界対象(ニュルンベルク) 
技術サポート  
 
年中無休、24 時間体制 

電話: +49 (180) 5050-222 

ファックス: +49 (180) 5050-223 

電子メール: adsupport@
 siemens.com 

GMT: +1:00 

  

ヨーロッパ / アフリカ (ニュルン

ベルク) 
オーソリゼーション 
 
現地時間: 月～金 8:00～5:00 

電話: +49 (180) 5050-222 

ファックス: +49 (180) 5050-223 

電子メール: adsupport@
 siemens.com 

GMT: +1:00 

米国(ジョンソンシティ) 
技術サポートと認証 
現地時間: 月～金 8:00～5:00 

電話: +1 (423) 262 2522 

ファックス: +1 (423) 262 2289 

電子メール: simatic.hotline@ 

 sea.siemens.com 

GMT: -5:00 

アジア/オーストラリア(北京) 
技術サポートと認証 
現地時間: 月～金 8:00～5:00 

電話: +86 10 64 75 75 75 

Fax: +86 10 64 74 74 74 
電子メール: adsupport.asia@ 

 siemens.com 

GMT: +8:00 

SIMATIC ホットラインと認証ホットラインで使用されている言語は、通常ドイツ語と英語です。 
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 はじめに 

インターネットによるサービスとサポート 
マニュアルの他に、ノウハウを次のインターネットで提供します。 
http://www.siemens.com/automation/service&support

内容: 

• ニュースレター、製品に関する最新情報を提供 

• 「Service & Support」の検索機能を利用して必要な文書を検索 

• フォーラム、世界中のユーザや専門家がその経験を交換 

• 自動制御ドライブ部の現地連絡先企業 

• 「Services」の下にフィールドサービス、修理、スペアパーツなどの情報 

CiR による動作中のシステムの修正 
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1 条件と概要 

1.1 条件と概要 

はじめに 
プラントによっては、操作中にスイッチオフできないことがあります。たとえば、

自動化プロセスが複雑であるかなる、再起動コストが高すぎるためです。削除の再

コンフィグレーションが必要にこともあります。 

CiRでのホットスタートの変更機能を使うと、一定のコンフィグレーション修正を
RUNモードで行うことができます。この操作は短期間、処理に割り込みます。こ
の期間のデフォルトの上限値は 1秒に事前設定されていますが、必要に応じてこの
値を変更することができます。この割り込み中、ハードウェア出力は最終値のまま

です。 

 
 注記 

"CiR"という用語は"RUNモードでのコンフィグレーション"を意味しています。本
マニュアルでは、CiRはシステムコンフィグレーションを RUNモードで変更する
のに使われる方法を表しています。この操作の必要条件を下記に一覧表示してい

ます。 
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条件と概要 

有効性の範囲 
ランタイム中にリモート I/Oが含まれるシステムのコンフィグレーションを変更す
ることができます。以下の図に示されるコンフィグレーションは、上記プロセスに

対する必要条件です。手順を明快に示すために、1つの DPマスタシステムと 1つ
の PAマスタシステムのみについて説明しています。実際のプロセスにこの制約が
適用されるわけではありません。 

MPI/DP interface for a CPU 41x or
DP interface for a CPU 41x-2 or
Interface module IF 964-DP or
external DP interface module CP 443-5 ext.

DP Master 

PROFIBUS: DP Master System

Modular 
DP Slave
ET 200M,
ET 200S 
or ET 200iS

Compact
DP Slave

IM 157 +
DP/PA-
Coupler

DP/PA Link

SUBNET: PA Master System 

PA Slave
(Field device) 

PA Slave 
() Field device
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 条件と概要 

ハードウェア条件 
システムのコンフィグレーションを CiRを介して RUNモードで修正できるように
するには、以下のハードウェアコンフィグレーションが必要です。 

• ファームウェア V3.1.0では ST-400標準 CPU(CPU 412、CPU 414、CPU 416ま
たは CPU 417)、またはファームウェア V3.1.0ではスタンドアロンモードの
S7-400-H CPU(CPU 414-4Hまたは CPU 417-4H)を実装している必要があります。 

• 外部 DPマスタ(CP 443-5拡張版)を使って操作中にシステムを修正する場合、
最低でもファームウェア V5.0を使ってコンフィグレーションが動作しなければ
なりません。 

• モジュールを ET 200Mに追加する場合: MLFB 6ES7153-2BA00-0XB0では
IM153-2、または MLFB 6ES7153-2BB00-0XB0では IM 153-2FOを実装している
必要があります。さらに、有効なバスエレメントを持つ ET 200Mをインストー

ルし、拡張計画に対応する十分な空き容量が準備されていなければなりません。

DPV0スレーブとして(GSDファイルを介して)ET 200Mを実装してはいけません。 

• 完全なステーションを追加する場合: 対応するバスコネクタ、リピータなどを用
意している必要があります。 

• PAスレーブ(フィールドデバイス)を追加する場合: MLFB 
6ES7 157-0AA82-0XA00 では対応する DP/PAリンクに IM157を実行していな
ければなりません。 

• ラック CR2を使用できません。 

• 操作中に CiRを介してシステムを修正するステーションでは、次のモジュール
を 1つ以上使用できません。CP 444、IM 467 。 

• マルチコンピューティング機能はありません。 

  
 注記 

ランタイム中に CiRを介してシステム修正を実行できても、実行できなくてもコ
ンポーネントを組み合わせることができます。 しかし、システム設定を変更でき
るのは CiRを使用できるコンポーネントに限られます。 

 

コンフィグレーションの条件 
CiRを介して RUNモードで修正を行う DPマスタシステムでは、一定バスサイク
ル時間を有効にしてはいけません。 

PAスレーブ(フィールドデバイス)を追加する場合、DPマスタを DPV1モードで操
作しなければなりません。この場合、IM 157を DPV0スレーブとして使用できま
せん。 

モジュール自体、または CPUにコンフィグレーションデータを保存するオプショ
ンがあるかないかに関わらず、ステーション内のすべてのモジュール用の記録領域

を CPUで選択する必要があります。 
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条件と概要 

ソフトウェアの条件 
CiRを有効にするには、ユーザープログラムが以下の条件を満たしていなければな
りません。プログラムにステーション異常またはモジュールエラーなどのイベント

が発生する場合、CPUを STOPモードに切り替えるエレメントが設定されていな
い場合があります。 

次の OBは CPU上に置かれなければなりません。 

• ハードウェア割り込み OB(OB 40～OB 47) 

• タイムアウト OB(OB 80) 

• 診断割り込み OB(OB 82) 

• 削除/挿入 OB (OB 83) 

• プログラムランタイムエラーOB (OB 85) 

• モジュールラックエラーOB (OB 86) 

• I/OアクセスエラーOB (OB 122) 

  
 注記 

PCS 7は常にこれらの条件を満たしています。 

  

許可されたコンフィグレーション変更の概要 
ここで説明されているプロセスは、次の PLC修正をサポートしています。 

• モジューラ ET 200M DPスレーブを持つモジュールを追加する。ただし DPV0
スレーブとして(GSDファイルを介して)実装していません。 

• ET 200Mモジュールを再コンフィグレーションする。たとえば他の割り込み制

限の選択または前に未使用のチャネルの使用など。 

• DPスレーブを既存の DPマスタシステムに追加する。 

• PAスレーブ(フィールドデバイス)を既存の PAマスタシステムに追加する。 

• IM157の DP/PAカップラダウンストリームを追加する。 

• DP/PAリンク(PAマスタシステムを含む)を既存の DPマスタシステムに追加する。 

• 増設モジュールをプロセスイメージパーティションに割り付ける。 

• 既存のモジュールまたはコンパクトスレーブをプロセスイメージパーティショ
ンに割り付ける。 

• 既存のモジュールまたはコンパクトスレーブ用のプロセスイメージパーティ
ションの割り付けを修正する。 

• ET 200Mステーションにインストールされているモジュールに新規パラメータ

を割り付ける(標準操作での標準モジュールおよびフォールトトレラントシグナ
ルモジュール)。 

• 変更のやり直し: 追加したモジュール、インターフェース、DPスレーブおよび
PAスレーブ(フィールドデバイス)を再度削除することができる。 
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 注記 

最大 4つの DPマスタシステムについて、スレーブ/モジュールの追加または削除、
またはプロセスイメージパーティションでの既存の割り付けの修正だけを行うこ

とができます。 

  

明示的に許可されている(上記参照)以外のシステム変更はすべて RUNモードで実
行できません。したがって本マニュアルでは対象外としています。たとえば、次の

操作です。 

• CPUプロパティの修正 

• CPUラックに挿入されたモジュールのプロパティ修正 

• DPマスタシステムの追加と削除 

• バスパラメータを含む、既存の DPマスタシステムのプロパティ修正 

• 安全性モードでのフェイルセーフシグナルモジュールの再コンフィグレーション 

• 次の DPスレーブパラメータの修正: バスアドレス、DPマスタへの割り付け、
パラメータ割り付けデータ、診断アドレス 

• モジューラ DPスレーブからのモジュールの削除、「変更のやり直し」を参照し
てください。 

• 既存の DPマスタシステムからの DPスレーブの削除、「変更のやり直し」を参
照してください。 

• Iスレーブインターフェースの再コンフィグレーション 

CiRによる RUNモードでのシステム変更のお勧め 
RUNモードでシステム コンフィグレーションを変更するいくつかのヒントを説明
しています。 

• 設定の変更後、必ず現在のシステムコンフィグレーションのバックアップコ
ピーを取ってください。これが、CiR機能を失うことなく、プロジェクト編集を
確実に行うことができる唯一の方法です。 

• 可能であれば、いくつかのステップを実行して再コンフィグレーションし、各
ステップ中に多少の変更だけを行います。この方法を実行すると、状況の概要

を明確に保つことができます。 

• CiR同期化時間をできるだけ短縮するために(「RUNモードでのコンフィグレー
ションダウンロードに対する CPUの応答」参照)、再コンフィグレーションの各
ステップ中に 1つの DPマスタシステムだけを変更するようお勧めします。 
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2 CiRオブジェクトと CiRモジュール 

2.1 基本 

概要 
ランタイム中のシステム修正は、PLCハードウェア拡張に対し最初に行ったコン
フィグレーションの条件に基づいています。後で RUNモードで段階ごとに実オブ
ジェクト(スレーブまたはモジュールあるいは両方)と交換できる適切な CiR対応の
エレメントを定義します。すると、ランタイム中に修正したコンフィグレーション

を CPUにダウンロードできます。 

手順 
下表には、プログラムとコンフィグレーションの修正に必要な手順、および該当す

るシステムステータスを示しています。 

  
ステップ 操作 CPUモード システムステータス 
1 現在の(実際の)システムコンフィグレーションを設

定する 
STOP オフラインコンフィ

グレーション 
2 CiRエレメントを定義する STOP オフラインコンフィ

グレーション 
3 コンフィグレーションをダウンロードする STOP コミッショニング 
4 必要に応じて、CiRエレメントを実際のオブジェク

トに変換する 
システム修正が可能なのは、CiRモジュールを装備
している CiRオブジェクトまたは ET 200Mステー

ションが入っているマスタシステムだけです。 

RUN 連続操作 

  

必要な場合、CiRシーケンスをいくつか省略します(上の表のステップ 4)。あらゆ
るシステム拡張に対し、単に充分なスレーブまたは適切な I/Oボリュームを用意し
てから、連続操作に切り替える必要があります。 
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2.2 CiRエレメントのタイプ 

概要 
次の CiRエレメントがあります。 

  
 コンポーネント CiRエレメント 
 既存の DPマスタシステム CiRオブジェクト 

このオブジェクトが含まれる追加 DPスレー
ブ数を編集することができる。 

 既存の PAマスタシステム CiRオブジェクト 
このオブジェクトが含まれる追加 DPスレー
ブ数を編集することができる。 

 タイプ ET 200Mのモジューラ DPスレーブ CiRモジュール 
このオブジェクトが含まれる追加 I/Oボリュ
ームを編集することができる。 

  
 注記 

STEP 7がバスパラメータを特定する場合、コンフィグレーションしたスレーブお
よび CiRエレメントを考慮します。 RUNモードで CiRエレメントを実際のスレー
ブまたはモジュールに変換する場合、バスパラメータは無変更のままになります。

  

CiRエレメントを自動的に、または個別に追加することができます(「CiRエレメン
トの定義」参照)。 

CiRオブジェクト 
CiRオブジェクトに次のプロパティを指定します。 

• 確実に追加できるスレーブの数(デフォルト: DPマスタシステムごとに 15台、
PAマスタシステムごとに 6台) 

• 今後使用するための I/Oバイト数(デフォルト: DPマスタシステムあたり 1220、
PAマスタシステムあたり 80。これらの仕様は、今後のユーザーデータアドレス
を示しています。これらの設定に関係なく、診断アドレスをコンフィグレーショ

ンできます。 

CiRモジュール 
CiRモジュールを使用して、SUMに追加 I/Oバイト数を指定することによりモ
ジューラ ET 200Mリモート I/Oデバイス用の追加 I/Oボリュームを定義します。こ
れらの仕様は、今後のユーザーデータアドレスを示しています。これらの設定に関

係なく、診断アドレスをコンフィグレーションできます。 

ユーザーデータボリュームを完全に利用する必要はありません。しかし、現在の既

にあるユーザーデータボリュームを決して超えることはありません。STEP 7では
この仕様を確実に準拠しています。 
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2.3 CiRエレメントおよび I/Oアドレス領域 

CiRオブジェクト 
次のルールが DPマスタシステムに適用されます。コンフィグレーションした実際
のスレーブ数とCiRオブジェクトの保証スレーブ数の合計が対応するDPマスタで
動的プロジェクトデータボリュームを超えることはできません。 

CiRオブジェクトの定義時に、HW コンフィグレーションがこのルールに適合して

いるか監視します。 

CiRオブジェクトおよび CiRモジュールで今後使用する I/Oボリューム 
すべての DPマスタでは、次のルールが I/Oバイトを今後使用する場合に適用され
ます。 

  
I/O ルール 1 
入力 今後使用できる入力および入力バイト用にコンフィグレーションした物理的ユーザー

アドレスの総数は、対応する DPマスタの動的プロジェクトデータボリュームを超え
ることはできません。 

出力 今後使用できる出力および出力バイト用にコンフィグレーションした物理的ユーザー

アドレスの総数は、対応する DPマスタの動的プロジェクトデータボリュームを超え
ることはできません。 

  

DPマスタシステムの CiRエレメント定義直後に、HW コンフィグレーションがこ

のルールに適合しているか監視します。 

しかし、CiRエレメントが最適な柔軟に富んだ使用状況を提供できるように、次の
ことが CPUに適用されます。 

  
I/O ルール 1 
入力 今後使用できるコンフィグレーションした物理的入力および入力バイト用の総数は、

CPUの動的プロジェクトデータボリュームを超えることはできません。 
出力 今後使用できるコンフィグレーションした物理的入力および入力バイト用の総数は、

CPUの動的プロジェクトデータボリュームを超えることはできません。 

  

CiRエレメントを使用した後に限り、HW コンフィグレーションは、スレーブまた

はモジュールあるいは両方の追加数を処理するための充分なアドレススペースリ

ソースが CPUに確保されているかどうか、確認チェックを行います。 
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3 ユーザーインターフェース 

3.1 STOPモードでの基本手順 

3.1.1 概要 

 
 注記 

ステーションコンフィグレーションを HW コンフィグレーションからすべてダウ

ンロードした後(CPU操作モードと無関係)、現在のコンフィグレーションを保存し
ます。これが、エラーが発生する(データの損失)場合に CiRの機能を損なうことな
く、保存したプロジェクトで引き続き処理を実行できる唯一の方法です。 

 

CiRエレメントの定義 
コンフィグレーションした DPおよび PAマスタシステムに CiRオブジェクトを定
義でき、モジューラ ET 200M DPスレーブに CiRモジュールを定義できます。手順
の詳細については、「CiRエレメントの定義」を参照してください。 

DPマスタシステムでは、[CiR互換性を有効にする]機能も備えています。この機能
を選択して、CiR対応のすべてのサブレベルの PAマスタシステムおよび選択した
DPマスタシステムの CiRオブジェクトを生成します。選択した DPマスタシステ
ムでは、CiRモジュールがすべてのモジューラ ET 200Mスレーブに挿入されます。 

  
 注記 

[CiR互換性を有効にする]機能は、CiRオブジェクトがまだ定義されていない DPマ
スタシステムにしか使用できません。 
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CiRエレメントの削除 
STOPモードの場合、前に定義した DPおよび PAマスタシステムの CiRオブジェ
クトまたはモジューラ ET 200M DPスレーブの CiRモジュールを削除できます。 

[CiR互換性を無効にする]機能を使うと、DPマスタシステムの CiRエレメントをす
べて簡単に削除することができます。 

  
 注記 

[CiR互換性を無効にする]機能は、CiRオブジェクトがまだ定義されている DPマス
タシステムにしか使用できません。 

  

コンフィグレーションのダウンロード 
新規 CiRエレメントを定義した後または既存の CiRエレメントを再定義した後に、
STOPモードでコンフィグレーションを CPUにダウンロードします。 

各種モジュールを S7-400 オートメーションシステムで使用することができます。
使用中のモジュールが今後の CiRファンクションと整合するかどうかを確かめる
には、次の手順に従う必要があります。STOP操作モードでコンフィグレーション
を CPUにダウンロードする場合は、RUN操作モードでコンフィグレーションを直
ちに再ロードします。STEP 7および CPUが CiR機能をチェックします。古いモ
ジュールまたは Siemensが製造していないモジュールの場合、この作業をオフラ
インで行うことはできません。 

3.1.2 CiRエレメントの定義 

  
 注記 

マスタシステムで CiRオブジェクトを定義すると、このマスタシステムの最大 I/O
ボリュームが指定され、CiR同期化時間も指定されます(「 RUNモードでのコンフィ
グレーションダウンロードに対する CPUの応答」参照)。このため、CiRオブジェ
クトのプロパティを必ず指定し、結果的に指定される関連マスタシステムの CiR同
期化時間をプロセスに対応させる必要があります。 
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CiRエレメントの自動追加 
次のステップに従うと、CiRエレメントを既存の DPマスタシステムに自動的に追
加することができます。 

1. [ステーション]ウィンドウの上部で、対応する DPマスタシステムのアイコンを
強調表示します。 

2. [編集]メニューのコマンド[マスタシステム｜CiR互換性を有効にする]を選択し
ます。 

すると、次の CiRエレメントが選択された DPマスタシステムに追加されます。 

• 各 CiR対応のモジューラ ET 200Mスレーブに対し CiRモジュール 1つ(スロッ
トを使用できる場合)。 
CiRモジュールには、モジューラスレーブで今後効果的に使用するため、適切な
I/Oバイト数が用意されています。 

• 各 CiR対応のサブレベル PAマスタシステムに対し CiRオブジェクト 1つ。 
このCiRオブジェクトの入力バイト数と出力バイト数はそれぞれ 80バイトです。 

• 選択した DPマスタシステムに対し CiRオブジェクト 1つ。 
STEP 7は入力 1220バイトおよび出力 1220バイトを提供するとともに、この
CiRオブジェクトに対して 15スレーブを保証します。(その結果、保証されるス
レーブ数は前の最高アドレスが> 111となるマスタシステムで減少します。使用
できる入力バイトと出力バイトが 1220より少なければ、それに応じてボリュー
ムが減少します)。 

  
 注記 

• 選択した DPマスタシステムに CiRオブジェクトがなければ、CiRエレメント
を自動的に追加することだけは可能です。 

• DPマスタシステムでは、IM 157後の CiRエレメントの自動的挿入をサポート
していません。 

 

CiRオブジェクトのデフォルト設定は、すべての CPUで同じです。したがって、
対応する CiRオブジェクトごとに、マスタシステムの CiR互換性が有効かチェック
してください。CiRオブジェクトの[プロパティ]ウィンドウに指定されたマスタシ
ステムの同期化時間がCPUに設定されたCPU CiR同期化時間の上限値に一致して
いるかどうかを確認します。(例: CPU 412を使用する場合、デフォルト値から得ら
れる対応するマスタシステムの CiR同期化時間は 1を超えています。しかし、CPU
の CiR同期化時間の上限値のデフォルト値は 1のみです)。必要に応じて、1つ以上
の CiRオブジェクトの保証スレーブ数を減らすか、または SFC 104 "CiR"を使用し
て CPUの CiR同期化時間の上限値を増やします。 
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DPまたは PAマスタシステムへの CiRオブジェクトの追加方法 
DPまたは PAマスタシステムへの CiRオブジェクトの追加は、次のステップに従
います。 

1. [ステーション]ウィンドウの上部で、対応する DPマスタシステムのアイコンを
強調表示します。 

2. [ハードウェアカタログ]ウィンドウを開きます。 

3. 対応する CiRオブジェクトをハードウェアカタログからマスタシステムにド
ラッグアンドドロップします。すると、CiRオブジェクトがプレースホルダス
レーブとして、[ステーション]ウィンドウの上部に表示されます。CiRオブジェ
クトのデフォルト値は、次のとおりです。 

4. 保証追加スレーブ数: DPマスタシステムごとに 15台、 
PAマスタシステムごとに 6台 

5. 最大追加スレーブ数:  
DPスレーブ 45台、PAスレーブ 36台 

6. 入力バイト数: DPマスタシステムでは 1220、PAマスタシステムでは 80 

7. 出力バイト数: DPマスタシステムでは 1220、PAマスタシステムでは 80 

CiRオブジェクトのデフォルト設定は、すべての CPUで同じです。したがって、
対応する CiRオブジェクトごとに、マスタシステムの CiR互換性が有効かチェック
してください。CiRオブジェクトの[プロパティ]ウィンドウに指定されたマスタシ
ステムの同期化時間がCPUに設定されたCPU CiR同期化時間の上限値に一致して
いるかどうかを確認します。(例: CPU 412を使用する場合、デフォルト値から得ら
れる対応するマスタシステムの CiR同期化時間は 1を超えています。しかし、CPU
の CiR同期化時間の上限値のデフォルト値は 1のみです)。必要に応じて、1つ以上
の CiRオブジェクトの保証スレーブ数を減らすか、または SFC 104 "CiR"を使用し
て CPUの CiR同期化時間の上限値を増やします。 
  

 注記 
マスタシステムがリソースを使い切ると、適宜これらの値が減少します。 
その結果、ターゲット回転時間、ターゲット開店時間の一般的バスパラメータおよ

びウォッチドッグが CiRオブジェクトの[プロパティ]ウィンドウに表示されます。
  
8. 次のステップに従って、追加スレーブ数または I/Oバイト数を変更することがで

きます。 

9. CiRオブジェクトの[プロパティ]ウィンドウを開きます(CiRオブジェクトをダ
ブルクリックするか、または強調表示し、右クリックして[オブジェクトプロパ
ティ...]を選択するか、または CiRオブジェクトを選択し、メニュー項目[編集｜
オブジェクトプロパティ...]を選択します)。 

10. 保証追加スレーブ数を変更することができます。この変更に関連したバスパラ
メータ、ターゲット回転時間、一般的なターゲット回転時間およびウォッチドッ

グが[ステーション]ウィンドウの下部に表示されます。 

11. I/Oバイト数も変更することができます。[拡張設定]チェックボックスを有効に
します。その値だけを減らすことができます。 

12. 値を増やすと CiR同期化間隔が拡大します(「CiRでのコンフィグレーションダ
ウンロードに対する CPU応答」参照)。 
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ET 200Mモジューラスレーブへの CiRモジュールの追加 
モジューラスレーブについては、次のステップに従います。 

1. [ステーション]ウィンドウの上部で、対応するスレーブを強調表示します。 

2. [ハードウェアカタログ]ウィンドウを開きます。 

3. [ステーション]ウィンドウの下部で、ハードウェアカタログから最後にコンフィ
グレーションしたモジュールのすぐ後の DPスレーブスロットに CiRモジュー
ルをドラッグアンドドロップします。(CiRエレメントを自動的に挿入する時に
このルールが自動的に適用されます)。CiRモジュールがプレースホルダモ
ジュールとして[ステーション]ウィンドウの下部に表示されます。 
CiRモジュールの[プロパティ]ウィンドウに I/Oバイト数が表示されます。 
ET 200Mステーションの場合: 

- 入力バイト数= 有効スロット数* 16 
1つだけ CiRモジュールが入っている ET 200Mステーションでは、この値

は 128です(DPマスタシステムの CiRオブジェクトに有効 I/Oバイト数が
充分ある場合)。 

- 出力バイト数= 有効スロット数* 16 
1つだけ CiRモジュールが入っている ET 200Mステーションでは、この値

は 128です(DPマスタシステムの CiRオブジェクトに有効 I/Oバイト数が
充分ある場合)。 

コンフィグレーションのダウンロード 
CiRエレメントが定義された後、STOPモードでコンフィグレーションが CPUに
ダウンロードされます。 

多数のモジュールを S7-400 オートメーションシステムで使用することができます。
どのモジュールも今後の CiRプロセスを妨げないようにするには、次の手順に従う
必要があります。CPUがSTOPモードの場合にコンフィグレーションをダウンロー
ドした場合、直後にコンフィグレーションを CPUに再ロードします。この時には
RUNモードで実行します。このプロセスで、STEP 7および CPUにより CiR互換
性がチェックされます。古いモジュールまたは外部製造元のモジュールの場合、こ

の作業をオフラインで行うことはできません。 

CiRによる動作中のシステムの修正 
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3.1.3 CiRエレメントの削除 

すべての CiRエレメントの削除 
次のステップに従って、既存の DPマスタシステムのすべての CiRエレメントを削
除します。 

1. [ステーション]ウィンドウの上部で、対応する DPマスタシステムのアイコンを
強調表示します。 

2. 状況に応じたメニューコマンド[CiR互換性を無効にする]を選択するか、または
[編集]メニューのコマンド[マスタシステム｜CiR互換性を無効にする] 
を選択します。 

すると STEP 7が次を削除します。 

• サブレベルの PAマスタシステムの CiRオブジェクトすべて 

• モジュラスレーブにあるすべての CiRモジュール 

• 選択した DPマスタシステムの CiRオブジェクト 

  
 注記 

• 選択した DPマスタシステムに CiRオブジェクトがある場合、CiRエレメント
だけをすべて削除することができます。 

• サブレベルの DPマスタシステムは、すべての CiRエレメントの削除をサポー
トしていません。 

  

単一 CiRエレメントの削除 
次のステップに従って、CiRオブジェクトを PAマスタシステムまたは ET 200Mモ

ジューラ DPスレーブから削除することができます。 

1. 削除する CiRエレメントを強調表示します。 

2. [編集｜削除]または状況に応じたメニューコマンド[削除]を選択します。 

CiRオブジェクトを除いて、CiRエレメントが DPマスタシステムになければ、同
じ手順を使ってこの CiRオブジェクトを削除できます。 

 CiRによる動作中のシステムの修正 
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3.2 RUNモードでの基本手順 

3.2.1 概要 

  
 注記 

下記に一覧表示したシステムの修正を行うには、すべて対応する DPマスタシステ
ムに CiRオブジェクトがなければなりません。 

ステーションコンフィグレーションを HW コンフィグレーションからすべてダウ

ンロードした後(CPU操作モードと無関係)、現在のコンフィグレーションを保存し
ます。これが、エラーが発生する(データの損失)場合に CiRの機能を損なうことな
く、保存したプロジェクトで引き続き処理を実行できる唯一の方法です。 

  

スレーブまたはモジュールの追加 
RUNモードでスレーブまたはモジュールを追加するには、次のステップに従います。 

1. HW コンフィグレーションを介したコンフィグレーションの拡張およびダウン

ロード 

2. ハードウェアの再コンフィグレーション 

3. ユーザープログラムの拡張、テストおよびダウンロード  

必ず、このシーケンスに従ってください。 

 
 注記 

STEP 7では、割り込み OBが CPUで実行され、不明のコンポーネントがトリガし
た割り込みを無視するようにプログラミングされてから、初めて修正したコンフィ

グレーションをダウンロードしなければなりません。 
次の OBを使うようお勧めします。ハードウェア割り込み OB(OB40～OB47)、タ
イムエラーOB(OB80)、診断割り込み OB(OB82)、挿入/削除 OB (OB83)、プログラ
ム周期エラーOB(OB85)、モジュールラックエラーOB(OB86)、I/Oアクセスエラー

OB(OB122) 

  

コンポーネントを追加する場合は、次のルールに注意してください。 

• モジューラ ET 200M DPスレーブでは、最後にコンフィグレーションしたモ
ジュールの直後のスロットに必ず CiRモジュールを挿入します(CiRエレメント
を自動的に追加する場合、このルールは自動的に考慮されます)。 

• マスタシステム内では、以前に割り付けたアドレスよりも高い PROFIBUSアド
レスに新規スレーブを割り付ける必要があります。 

CiRによる動作中のシステムの修正 
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スレーブの追加時にハードウェアを再コンフィグレーションする方法 
PROFIBUS DPおよびPROFIBUS PAバスケーブルの両端に有効なバスターミナル
を取り付け、再コンフィグレーション中にケーブルを正しく終端させます。 

スレーブをマスタシステムに追加する場合、どのバスラインも必ず接続しておいて

ください。 

マスタシステムの対応する拡張スロットに追加コネクタを取り付けて配線をつな

ぐことが 1つの方法です。これらのバスコネクタを使って新規スレーブを接続する
ことができます。 

別の方法としては、リピータまたは診断リピータを取り付けます。この場合、次の

方法でスレーブを追加します。 

1. リピータファンクションをオフにします。 

2. 新規スレーブをリピータの空きスロットに接続します。現在のインストールガ
イドラインを参照します(『Installation Manual: Installing S7-400, M7-400 PLC』
を参照)。 

3. リピータファンクションを再度オンにします。 

プロセスイメージパーティション割り付けの修正方法 
既存のモジュールまたはコンパクトスレーブのプロセスイメージパーティション

の割り付けを次の方法で変更することができます。 

1. モジュールまたはスレーブの[プロパティ]ウィンドウを開きます。[アドレス]タ
ブで新規プロセスイメージパーティションを指定します。 

2. HW コンフィグレーションと共に新規コンフィグレーションをダウンロードし

ます。 

ET 200Mステーションでの既存のモジュールの再コンフィグレーション 
空きチャンネルの使用手順は、「未使用チャンネルの使用」に説明してあります。 

• ETM200モジュールの使用済みチャンネルの再コンフィグレーション手順は、
「使用済みチャンネルの再コンフィグレーション」または「使用済みチャンネ

ルの削除」に説明してあります。 

前の変更のやり直し([やり直し]ファンクション) 
RUNモードで変更をやり直すには、次のステップを行います。 

1. ユーザープログラムに対する前の変更を(必要に応じて)やり直し、ユーザープロ
グラムをダウンロードします。 

2. 追加したスレーブおよびモジュールをプロジェクトから削除し、RUNモードで
このコンフィグレーションをダウンロードします。 

3. 必要な場合はハードウェアを再コンフィグレーションします。 

  
 注記 

STEP 7で処理している場合、ハードウェアコンフィグレーションを変更し、その
変更を CPUにダウンロードした後割り込み OBを必ず修正します。 

 CiRによる動作中のシステムの修正 
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4. 変更をやり直す場合は、次のルールに注意してください。 

• モジューラ ET 200M DPスレーブでは、モジュールの削除は常に下から(つまり
最高スロット番号を持つモジュール)始めます。 

• マスタシステムでは、スレーブの削除は常に最高 PROFIBUSアドレスから始め
ます。必要な場合、次に低いアドレスのスレーブ削除を続けることができます。 

  
 注記 

何回かダウンロードして追加したスレーブまたはモジュールを 1回のダウンロー
ド操作で削除することができます。 
コンフィグレーションからスレーブまたはモジュールを削除すると、今後使用でき

る I/Oボリュームリソース、スレーブの保証/最大数が増加します。 

  

スレーブまたはモジュールの交換 
次のルールが適用されます。コンフィグレーションをダウンロードしてスレーブを

削除または追加することができます。 

したがって、ダウンロード操作によるスレーブ/モジュールの交換はサポートされて
いません。 

3.2.2 RUNモードでの CiRエレメントの使用 

ここでは、既存のコンフィグレーションを拡張し、ダウンロードする方法について

説明しています。 
  

 注記 
実スレーブまたはモジュールをコンフィグレーションに追加しながら不正な操作

を実行すると、コンフィグレーションをダウンロードするまで、エラーメッセージ

が出されます。 

プラントを修正するたびに、CiRの互換性がまだ有効であるかどうかをチェックし
ます(メニューコマンド[ステーション|CiR互換性のチェック]またはショートカッ
ト CTRL+ALT+F)。 
  

CiRによる動作中のシステムの修正 
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DPまたは PAスレーブの追加 
次のステップに従って、DPまたは PAスレーブを追加します。 

1. [ハードウェアカタログ]ウィンドウを開きます。 

2. [ステーション]ウィンドウの上部で、挿入するスレーブをハードウェアカタログ
から対応する CiRオブジェクトにドラッグアンドドロップします。すると、追
加したスレーブが[ステーション]ウィンドウの上部に表示されます。スレーブの
名前には、このスレーブが CiRオブジェクトから生成されたことを示すオレン
ジ色のアンダーレイが付きます。 

  
 注記 

• スレーブを追加する場合、対応する CiRオブジェクトで保証/最大スレーブ数お
よび I/Oバイト数が更新されます。追加する DPスレーブのステーション番号
は次のように選択することをお勧めします。 
追加する DPスレーブのステーション番号=以前にコンフィグレーションした
DPスレーブすべての最大ステーション番号+ 1 
追加する DPスレーブにこれより大きい番号を選択すると、好ましくない環境
下では、まだ追加できるスレーブの保証/最大数が 2つ以上減少します。 

• CiR対応 ET 200Mモジューラ DPスレーブを追加すると、このスレーブは初期
状態で必ず CiRモジュールが装備された状態になります。 

  

ET 200Mモジューラスレーブへのモジュールの追加 
次のステップに従って、ET 200Mモジューラスレーブにコンポーネントを追加します。 

1. [ハードウェアカタログ]ウィンドウを開きます。 

2. [ステーション]ウィンドウの下部で、追加するモジュールをカタログから対応す
る CiRモジュールにドラッグアンドドロップします。[ステーション]ウィンドウ
の下部で、前に CiRモジュールが置かれていた位置に新規モジュールが表示さ
れます。CiRモジュールはスロット 1つ分下に移動されます。 

  
 注記 

モジュールを ET 200Mステーションを追加する場合、対応する CiRモジュールの
I/Oバイト数が更新されます。 
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下図は、HW コンフィグレーション表示とモジュールを CiRモジュールに置いた後
の表示を示しています。 
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RUNモードでのコンフィグレーションのダウンロード 
次のステップを実行して、修正した CiRのコンフィグレーションをダウンロードし
ます。 

1. 現在のコンフィグレーションがダウンロードできるかどうかチェックします(メ
ニューコマンド[ステーション｜CiR互換性のチェック])。 

2. コンフィグレーションを CPUにダウンロードします(メニューコマンド[PLC｜
モジュールへのダウンロード...])。 

  
 注記 

コンフィグレーションが CPUにダウンロードされると、INTF LEDがオンになり次
にオフになります。EXTF LEDは点灯したままです。INTF LEDが再度消えた後だ
け、実ステーションまたはモジュールの追加を開始できます。この後、EXTF LED
は消灯します。(「RUNモードでのコンフィグレーションダウンロードに対する
CPU応答」参照)。 
 

ステーションコンフィグレーションを HW コンフィグレーションからダウンロー

ドするたびに(CPU操作モードと無関係)、現在のコンフィグレーションをバック
アップします。これが、エラーが発生する(データの損失)場合に CiR互換性を損な
うことなく、バックアップしたプロジェクトで引き続き処理を実行できる唯一の方

法です。 
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3.2.3 前の変更のやり直し 

前に追加したスレーブまたはモジュールを削除し、CPUにダウンロードしたコン
フィグレーションに対する前の変更をやり直すことができます。 

次のルールが適用されます。 

• 最大 4つのマスタシステムでスレーブまたはモジュールを削除します。 

• DPまたは PAマスタシステムからのスレーブの削除は常に最高 PROFIBUSアド
レスから始めます。次に低い PROFIBUSアドレスでスレーブの削除を続けます。 

• モジューラ ET 200M DPスレーブからのモジュールの削除は常に最高スロット
番号から始めます。HW コンフィグレーション表示では、最下位のモジュールで

す。STEP 7では次のことをサポートしています。次に削除できるモジュールが
[ステーション]ウィンドウの下部に標準文字で表示されます。他のすべてのモ
ジュールは斜体で表示されます。 
次に低い番号のモジュールの削除を続けます。 

• 削除手順: 

1. 削除するオブジェクトを強調表示します。 

2. 状況に応じたメニューコマンド[削除]または[編集｜削除]を選択します。 

3. 前に挿入したすべてのオブジェクトを削除してしまうまで、ステップ 1と 2を
繰り返します。 

4. 修正したコンフィグレーションを CPUにダウンロードします。 

  
 注記 

• スレーブを削除する場合、対応する CiRオブジェクトで保証/最大スレーブ数お
よび I/Oバイト数が更新されます。 

• モジューラ ET 200Mスレーブのモジュールを削除する場合、対応する CiRモ
ジュールで保証/最大スレーブ数および I/Oバイト数が更新されます。 
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4 ET 200Mステーションでの既存のモジュール

の再コンフィグレーション 

4.1 再コンフィグレーションの必要条件 
  

 注記 
前に使用していないチャンネルを使用するか、または前に使用したチャンネルを再

コンフィグレーションするかいずれかを行うことができます。 

使用できるモジュールのアドレスは、CiRにより変更されません。 
  

コンフィグレーションの条件 
システムを再コンフィグレーションするため、CiRオブジェクトがそれぞれの DP
マスタシステムに存在しなければなりません。 

ハードウェア条件 
CPU RUNモードで再コンフィグレーションできる ET 200M(シグナルモジュール
およびファンクションモジュール)の情報については、[ハードウェアカタログ]ウィ
ンドウの[バージョン情報]を参照してください。 

再コンフィグレーションできる最大モジュール数は 100です。 

再コンフィグレーション中のモジュールの応答 
再コンフィグレーション中に、入力モジュールは次の 3つのいずれかの方法で応答
することができます。 

• 影響を受けないチャンネルは、引き続き実際のプロセス値を返します。 

• 影響を受けないチャンネルは、再コンフィグレーション前に有効であったプロ
セス値を返します。 

• すべてのチャンネルは値"0"(デジタルモジュールおよび FMに適用)または
W#16#7FFF(アナログモジュールに適用)を返します。 

応答に関する詳細については、特定モジュールの技術データを参照してください。 

再コンフィグレーション中、出力モジュールは次のように応答します。 

それぞれのチャンネルは、パラメータ割り付け前に有効であった初期値を出力します。 
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4.2 再コンフィグレーション中の CPUの応答 

STEP 7でパラメータを修正し、RUNモードで変更をCPUにダウンロードした後、
「RUNモードでのコンフィグレーションダウンロードに対する CPU応答」で説明
したチェックを実行した後、イベントW#16#350Aを使って OB80を開始します。
起動イベントW#16#3367により OB83が開始されます。これは現在、対応するモ
ジュールの I/Oデータが矛盾している可能性があることを示しています。この時点
で、データセットをそれぞれのモジュールに送信する新規ジョブをトリガする

SFC(SFC57 "PARM_MOD"など)が呼び出されることはなく、システムとユーザー
プログラム間で転送されるデータレコードに矛盾が発生する場合があります。 

  
 注記 

OB83の開始後、PCS7の I/O値にステータス"BAD"が割り付けられます。 

  

CPUが OB83を実行した後、パラメータデータレコードが転送されます。つまり、
(変更により影響されるデータレコード数に関係なく)それぞれのモジュールがデー
タレコードをすべて受信します。 

OB83が再度呼び出されます(送信操作が正常に終了した場合は起動イベント
W#16#3267を使い、送信操作が失敗した場合はW#16#3968を使う)。この OB83
の処理は、他の優先度クラスに割り込まれません。 

  
 注記 

起動イベントW#16#3267を使って OB83が呼び出された後、PCS7の I/O値には
ステータス"OK"が割り付けられます。 

  

現在実行したOBのプロセスイメージパーティションに属するプロセスイメージ値
にのみアクセスすることができます。 

データレコードの転送が正常終了した後、DPマスタはモジュールステータスデー
タのエントリを使ってモジュールの使用状況を示します。転送が失敗した場合は、

モジュールが使用できないことを示します。失敗した場合は、モジュールへのダイ

レクトアクセスを試みると I/Oアクセスエラーが発生します(プロセスイメージ入
力テーブルの更新中またはプロセスイメージ出力テーブルのモジュールへの転送

中、 アクセスのタイプに応じて、OB85または OB122が呼び出されます)。 

挿入割り込み後にも矛盾が存在することがある(モジュールがデータレコードを評
価していないため)ので、モジュールの I/Oデータは応答します。しかし、データレ
コード SFCをモジュールに対して有効にできないという制約は適用されません。 

  
 注記 

新規のモジュールコンフィグレーションが診断割り込みを無効にすると、この時点

ですでに準備されている割り込みをモジュールが後で伝送されることがあります。
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再コンフィグレーション中に発生する可能性のあるエラー 
SFCを介してデータレコードの転送中に発生するのと同じエラーイベントが起こ
ることがあります。 

• モジュールはパラメータデータレコードを受信しますが、そのデータレコード
を評価することはできません。 

• 致命的なエラー(特に DPバスでのプロトコルエラー)により DPマスタが対応す
る DPスレーブを完全に無効にすることがあるので、このステーションのすべて
のモジュールは使用できません。 

CPU操作モードに応じた再コンフィグレーション 
SDBが評価された後、パラメータが再割り付けされます(「CiRでのコンフィグレー
ションダウンロードに対する CPU応答」参照)。再コンフィグレーション中、有効
な INTF LEDが点灯します。 

HALTモードに移行すると、新規パラメータの割り付けが割り付けられます。CPU
が STOPモードまたは RUNモードになると、割り付けが再開されます。STOPモー
ドの場合だけの違い: OB83は呼び出されません。 

電源が切れた場合は、新規パラメータの割り付けは中止されます。電源が復帰した

後、すべての既存の DPステーションには新規パラメータが割り付けられます。 

マスタシステム間の調整 
調整が必要な状況は、次のシーケンスで発生することがあります。 

• OB83起動(起動イベントW#16#3567) 

• データレコードの転送 

• OB83起動(起動イベントW#16#3467または 3468) 

すべての影響を受けたマスタシステムで平行操作を実行 
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4.3 再コンフィグレーションの手順 

4.3.1 未使用のチャンネルの使用 

次の手順に従ってください。 

1. ハードウェアコンフィグレーションを修正し、CPUにダウンロードします。 

2. 配線を変更します。 

3. ユーザープログラムを修正し、CPUにダウンロードします。 

4.3.2 使用済みチャンネルの再コンフィグレーション 

手順は、ユーザープログラムおよび対応するハードウェアを修正する必要があるか

ないかによって異なります。特定の状況を下記に示しています。 

再コンフィグレーション後にユーザープログラムの修正が不要です。 
これは、割り込み限界を修正するか、または診断割り込みを無効にするなどの状況

が考えられます。 
手順: ハードウェアコンフィグレーションを修正し、CPUにダウンロードします。 

再コンフィグレーションのため、ユーザープログラムの修正が必要です。 
アナログ入力モジュールのチャンネル測定範囲を修正し、該当するアナログ値と

ユーザープログラムの定数と比較するなどの状況が考えられます。この場合、定数

に合わせる必要があります。 

手順 

1. STEP 7: ユーザープログラムでは、再コンフィグレーションしプログラムを
CPUにダウンロードするチャンネルの評価を無効にします。 
PCS 7: (対応するドライバで)再コンフィグレーションするチャンネルの値すべ
てのシミュレーションモードを設定します。 

2. ハードウェアコンフィグレーションを修正し、CPUにダウンロードします。 

3. ユーザープログラムを修正したチャンネルに合わせ、プログラムを CPUにダウ
ンロードします。 
追加(PCS 7の場合): (対応するドライバで)再コンフィグレーションするチャン
ネルのシミュレーションモードを無効にします。 
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再コンフィグレーションのため、ユーザープログラムとハードウェア両方の修正が必要 
入力チャンネルモードを"0～20 mA"から"0～10 V"に再コンフィグレーションする
などの状況が考えられます。 

手順 

1. STEP 7: ユーザープログラムでは、再コンフィグレーションしプログラムを
CPUにダウンロードするチャンネルの評価を無効にします。 
PCS 7: (対応するドライバで)再コンフィグレーションするチャンネルの値すべ
てのシミュレーションモードを設定します。 

2. 対応するハードウェアを変更します。 

3. ハードウェアコンフィグレーションを修正し、CPUにダウンロードします。 

4. ユーザープログラムを修正したチャンネルに合わせ、プログラムを CPUにダウ
ンロードします。 
追加(PCS 7の場合): (対応するドライバで)再コンフィグレーションするチャン
ネルのシミュレーションモードを無効にします。 

4.3.3 使用済みチャンネルの削除 

使用済みチャンネルが今後不要な場合、ハードウェアコンフィグレーションを変更

する必要はありません。手順は次のとおりです。 

1. ユーザープログレ務では、再コンフィグレーションするチャンネルの評価を無
効にし、プログラムを CPUにダウンロードします。 

2. ハードウェアコンフィグレーションを変更し、CPUにダウンロードします。 

3. 対応するハードウェアを変更します(センサまたはアクチュエータなどを削除し
ます)。 
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5 I/Oによる RUNモードでの再コンフィグレー
ションの注意事項 

5.1 DPまたは PAスレーブ 

システム計画時の考慮事項 
• タップラインまたは切断ポイントに充分な分岐点を用意します(タップラインは、
伝送速度 12Mbpsの操作では許可されていません)。 

• ET 200MステーションおよびDP/PAリンクに有効なバックプレーンバスを装備
していなければなりません。ランタイム中にバスモジュールを挿入または削除

できないので、可能な限り最大バスモジュール数をインストールします。 

• PROFIBUS DPおよび PROFIBUS PAバスラインの両端に有効なバス終端エレ
メントを取り付け、システム再コンフィグレーション中にバスを正しく終端さ

せます。 

• PROFIBUS PA バスシステムには SpliTConnect製品ファミリーのコンポーネン
トを取り付けて、ケーブルが切断されないように対策を施します。 

CiRのルール 
新規 DPスレーブには、前にコンフィグレーションしたすべての DPスレーブより
大きいステーション番号を割り付ける必要があります。 

追加された DPスレーブのステーション番号と追加可能なスレーブの数の合計は
125を超えてはなりません。このため、追加する DPスレーブのステーション番号
は次のように選択することをお勧めします。 

追加する DPスレーブのステーション番号=以前にコンフィグレーションしたス
レーブすべての最大ステーション番号+1。 

追加する DPスレーブにこれより大きい番号を選択すると、好ましくない環境下で
は、まだ追加できるスレーブの保証/最大数が 2つ以上減少します。次の例を参照し
てください。 

以前にコンフィグレーションしたスレーブすべての最大ステーション番号が 115
であるとします。また、追加できるスレーブの数は多くても 10台とします。追加
するスレーブにステーション番号 118を割り付けると、まだ追加できるスレーブの
最大数は 7台になります。 
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PAスレーブ(ファイルデバイス)を既存の PAマスタシステムに追加 
  

 
PROFIBUS: DP Master System

DP/PA Link

IM
157

DP/
PA
Coup-
ler

PROFIBUS:
PA Master System

PA Slave (Field device) 

Insert
PA Slave (Field device): 

  

コンフィグレーションでは、既存の DP/PAリンクに PAスレーブダウンストリーム
を追加することは、モジューラスレーブにモジュールを挿入することに対応します。 
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対応する PAスレーブと DP/PAカップラを既存の 
PAマスタシステムに追加 

  

 
PROFIBUS: DP Master System

DP/PA Link

IM
157

DP/
PA
Coup-
ler

PROFIBUS:
PA Master
System

PA Slave (Field device) 

PA Slave (Field device) 

DP/
PA
Coup-
ler

Full configuration

  

既存の DP/PAリンクの対応する PAスレーブシステムダウンストリームと共に
DP/PAカップラを追加することは、既存の PAマスタシステムに複数の PAスレー
ブ(フィールドデバイス)を挿入することに対応します。 
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PAマスタシステムと DP/PAリンクの追加 
  

 

PROFIBUS: DP Master System

DP/PA Link

IM
157

DP/
PA
Coup-
ler

PA-Slave (Field device) 

PA Slave (Field device) 

DP/PA Link

IM
157

DP/
PA
Coup-
ler

DP/
PA
Coup-
ler

PA Slave (Field device) 

PA Slave (Field device) 

  

DP/PAリンクと対応する PAマスタシステムを追加することは、既存の DPマスタ
システムに新規 DPスレーブを挿入することに対応します。 
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5.2 ET 200Mモジューラスレーブのモジュール 

ET 200Mステーションの計画時の注意事項 
• 有効なバックプレーンバスと共に ET 200Mステーションをインストールします。 

• ランタイム中にバスモジュールを挿入または削除できないので、ステーション
に最大数のバスモジュールを備えるようにします。 

ランタイム中のシステム修正のルール 
• 既存の最後のモジュール直後にだけモジュールを追加または削除することがで
きます。必ずモジュール間で隙間を入れないようにします。 

• 既存のCPUコンフィグレーションでモジュールと異なるタイプのモジュールを
交換するには、CPUへのダウンロードを最低 2回実行しなければなりません。
最初は、削除中のモジュールが含まれていない CPUコンフィグレーションをダ
ウンロードします。次に、新規モジュールが含まれるコンフィグレーションを

ダウンロードします。 
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6 プロセスに影響されるRUNモードでの再コン
フィグレーションの方法 

6.1 RUNモードでのコンフィグレーションダウンロード 
に対する CPU応答 

概要 
修正したコンフィグレーションのダウンロード後に、変更の一貫性チェックをまず

実行します。一貫性チェックの結果に問題がなければ、影響を受けたシステムデー

タを評価します。 

この評価によりオペレーティングシステムファンクションに遡及効果があります。

プロセスイメージの更新やユーザープログラム処理などです。これらの効果の詳細

について説明します。 

システムデータの割り込みに CPUが必要とする時間間隔(CiR同期化時間と言う)
は、影響を受けた DPマスタシステムでの I/Oバイト数によって異なります(詳細に
ついては、下記を参照してください)。 

システムデータ評価の開始時に診断バッファにイベントW#16#4318が入力され、
システムデータ評価の完了時にイベントW#16#4319が入力されます。 

 
 注記 

システムデータ評価中に電源オフが発生するか、または CPUが STOPモードにな
る場合、再起動(ウォームリスタート)またはコールドスタートが可能です。 

  

イベントW#16#350Aを使って OB80が呼び出されるので、起動情報に CiR同期化
時間を入力します。これにより、周期割り込み OBでこの時間に備えて準備するこ
とができます。 

  
 注記 

OB80を確実に CPUにダウンロードします。あるいは、OB80起動イベント後に
CPUを STOPモードにします。 
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CPUによるコンフィグレーション変更の一貫性チェックの実行 
まず、既存のプロセスイメージパーティションで割り付けの修正またはスレーブ/
モジュールの追加/削除を行う DPおよび PAマスタシステムの番号が決定されます。
最大4つの影響を受けたマスタシステムを検出する場合は、チェックを続行します。
4を超えるマスタシステムを検出すると、修正したコンフィグレーションが拒否さ
れます。 

次のテストで、次のように CiR同期化時間が計算されます。 

• 既存モジュールのパラメータだけを変更する場合、CPUのタイプに関係なく次
のことが適用されます。 
CPUの CiR同期化時間=100ミリ秒 
 
他のすべての場合には、次のことが適用されます。 
CPUの CiR同期化時間は、すべての関連マスタシステムの累積 CiR同期化時間
に比例します。 
関連マスタシステムとは、スレーブまたはモジュールを追加/削除するか、また
はプロセスイメージパーティションの割り付けを修正するシステムです。 

• 関連マスタシステムの CiR同期化時間=基本のマスタシステム負荷+マスタシス
テムの合計 I/Oボリューム(バイト単位）*バイト毎の時間。マスタシステムの合
計 I/Oボリューム(バイト単位)は、物理的既存の I/Oバイトとこのマスタシステ
ムでの CiRエレメントの I/Oバイトの合計から構成されます。マスタシステム
に必要な負荷とバイト毎の時間を計算するために使用される各CPUタイプのた
めのシステム負荷は、使用している CPUの技術データにあります。 

  
 注記 

• この場合、CiR同期化時間の計算は最悪の状態を想定しています。つまり、CiR
操作中に実際に被る CiR同期化時間は計算値以下になります。 

• マスタシステムの CiR同期化時間は、関連した CiRオブジェクトの[プロパティ
]ウィンドウの HW コンフィグレーションに表示されます。 

  

下図は、マスタシステムの CiR同期化時間とその I/Oボリューム全体の間の関係を

示しています。この例は、オーダ番号 6ES7417-4XL00-0AB0の CPU 417-4に基づ
いています。 
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200 

400 

1000 

*  corresponds, for example, to the maximum MPI-S-interface address area  (2 K inputs+ 2 K outputs)

8 K**4 K*

Total I/O- 
volume in bytes

CiR synchronization time  in ms 

** corresponds, for example, to the maximum address area of an external DP interface module  (4 K inputs + 4 K outputs) 

1 K 

  

ある DPマスタシステム対しても変更を行う場合、このダイアグラムを使用すると、
マスタシステムの最大範囲を簡単に決定する基準として最大 CiR同期化時間を使
うことができます。例を使用して説明しています(下記参照)。 

計算された CiR同期化時間と CiR同期化時間の実際の有効上限値が比較されます。 
SFC104 "CiR"を呼び出して、適合するようにデフォルトの上限値を 1秒づつ上下に
修正することができます。 

計算値が実際の上限値以下の場合、修正されたコンフィグレーションが受け入れら

れます。それ以外の場合は、拒否されます。 

上述の式は、CiR同期化時間に次のような影響があることを示しています。 

• 選択するマスタシステムの I/Oバイト数が少ない場合 

• 変更されるマスタシステムで、選択する保証スレーブ数が少ない場合(保証ス
レーブ数が I/Oバイト数に直ちに影響する) 

• CiRプロセスで変更するマスタシステムが少ない場合 

CiR同期化時間が短縮します。 この影響は特に Fシステムで顕著に現れます。この
場合 F モニタ時間に CiR 同期化時間が含まれていなければなりません。 CiR オブ
ジェクトを持つすべての DPマスタシステムに対して必ず最大値を使用するか(CiR
操作ごとに 1つの DPマスタシステムだけが変更される場合)、または同時に変更さ
れるマスタシステムすべてに対して必ず合計を使用します。 
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次の表に、DPマスタシステムを 6つ備えている、オーダ番号 6ES7417-4XL00-0AB0
の CPU 417-4の例を記載します。 

最大許可 CiR同期化時間は 550ミリ秒であると想定しています。これらのマスタシ
ステムの CiR同期化時間合計が 550ミリ秒を超えない限り、いくつかのマスタシス
テム上で変更を実行できることを意味します。最後の列は、1回の CiR操作で変更
できる DPマスタシステムを示しています。 
  

DP-マスタ
システム 

バイト単位の
合計 I/Oボ
リューム 

マスタシステムの CiR同期化時間 DPマスタシステム上の変更
区分 

 1 1500 100 ms+1500 bytes * 0.12 ms/byte = 280 ms 1(280 ms)または 
(1および 2)(500 ms)の 
いずれか 

 2 1000 100 ms+1000 bytes * 0.12 ms/byte = 220 ms 2 (220 ms) 
または(2と 1) (500 ms)  
または(2と 3) (500 ms)の 
いずれか 

 3 1500 100 ms+1500 bytes * 0.12 ms/byte = 280 ms 3(280 ms) 
または(3と 2) (500 ms)の 
いずれか 

 4 2500 100 ms+2500 bytes * 0.12 ms/byte = 400 ms 4 (400 ms) 
 5 3000 100 ms+3000 bytes * 0.12 ms/byte = 460 ms 5 (460 ms) 
 6 7000 100 ms+7000 bytes * 0.12 ms/byte = 940 ms 変更できない! 

  

DPマスタシステムの範囲決定の例 
最大 CiR同期化時間が 400msであると想定しています。この場合、ダイアグラム
は DPマスタシステムの最大 I/Oバイト合計ボリュームが 2500であることを示し
ています。CiRオブジェクトで今後使用できる入力バイトと出力バイトが 250であ
れば、DPマスタシステムの最初のコンフィグレーション操作に 2000バイトを使用
できます。 
この例では次の 2つのコンフィグレーションについて説明しています。 
• ET 200Mステーションを最大拡張規模(128バイト入力、128バイト出力、必要
な場合この一部を CiRモジュールで使用する場合、合計 2000/(128+128)、つま
り約 8 ET 200Mステーションを生成します。 

• 一般にET 200Mステーションあたり 48バイトが必要な場合(6アナログモジュー
ルで、それぞれ 2バイトの 4チャンネル(CiRモジュールで小規模拡張)、合計
2000/48を操作できます。つまり約 24の ET200Mステーションを生成します。 

ニーズに適応する拡張を用意していない場合、次の方法でこの状況を管理すること

ができます。 
• より強力なCPUを取り付けます(バイトあたりの処理時間が短いCPU; 詳細につ
いては技術データを参照)。 

• 大型マスタシステム 1つではなく小型マスタシステムを数個選択します。 
• 大規模拡張を備えた 1つ以上のマスタシステムおよび保証スレーブを持たない

CiRオブジェクトを選択します。これらのマスタシステムの場合、CiRだけを使
用して、既存のモジュールのパラメータを変更することができます。さらに、

スレーブまたはモジュールを追加、削除するか、既存のプロセスイメージパー

ティション(パートプロセスイメージ)割り付けで変更を行う場合、小規模マスタ
システムを選択します。 
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エラー表示 
SDB評価が完了するまで、一貫性チェックの開始時点から INTF LED が点灯します。
モジュールパラメータが変更される場合は、点灯したままになります。 

CiR操作後、事前設定コンフィグレーションと実際のコンフィグレーションが異な
り(コンフィグレーションの変更を CPUにダウンロードした後に事前設定コンフィ
グレーションが変更されます)、EXTF LEDが点灯されます。修正したコンフィグ
レーションに追加スレーブが含まれる場合は、BUS1F LEDまたは BUS2F LEDも
点滅します。対応するハードウェアで変更を行った後、BUS1F LED、BUS2F LED
および EXTF LEDがオフになります。 
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プロセスに影響される RUN モードでの再コンフィグレーションの方法 

6.2 CiR同期化時間中のオペレーティングシステムファンク
ションにおける効果 
 

オペレーティングシステムファンクション 効果 

プロセスイメージ更新 ロック。 
プロセス入力および出力テーブルは最後の値のま

まになる。 

ユーザープログラム処理 すべての優先度クラスはロックされる。つまり OB
は実行されない。しかし、すべての出力は現在値の

ままになる。 
既存の割り込み要求は保持される。 
SDB評価が完了するまで、現在トリガされた割り込
みは受け入れられない。 

タイムシステム タイマは操作を続ける。 
TODのクロック、周期割り込みおよび遅延割り込み
は操作を続行するが、割り込み自体は無効になる。

SDB評価後に再度受け入れられる。つまり、周期割
り込みOBあたり 1つの割り込みだけが追加される
ことを意味する。 

PGオペレータ制御 [停止]コマンドだけを PGから操作できる。 
したがってデータレコードジョブは不可能である。

MPIを介した外部 SSL情報 情報サービスが遅れて処理される。 
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A 互換性 

前提条件 
次の場合、CiR 対応の CPU を使って操作していると仮定します。 

次のことが DP マスタに適用されます。 

• CPU マスタの DP マスタシステムも CiR 対応です。 

• 再コンフィグレーションする DP マスタシステムで各外部 DP インターフェース

は、ランタイム中のシステム変更をサポートしていなければなりません。 

ルール 
CiR 対応のコンポーネントと CiR に対応していないコンポーネントをシステム内で

混ぜて使うことができます(モジュールの例外は「必要条件と概要」で説明していま

せん)。 

この場合、RUN モードでの次のコンフィグレーション変更は許可されていません。 

• DP マスタシステムでの完全なステーションとして、コンパクト DP スレーブだ

けを追加、削除することができます。 

• 対応する DP/PA リンクのヘッダモジュールが CiR をサポートしている場合に限

り、PA スレーブ(フィールドデバイス)を RUN モードで追加できます。 

• ランタイム中にヘッダモジュールがシステム修正をサポートしている場合、モ

ジューラ ET200M スレーブだけがモジュールの削除/挿入をサポートしています。 
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互換性 

A.1 用語 

 
用語 意味 
 CiR RUN モードでのコンフィグレーション 
 CiR モジュール ET200M ステーションに今後モジュールを挿入するためのダミーモジュール 
 CiR エレメント CiR オブジェクトおよび CiR モジュールの一般用語 
 CiR オブジェクト DP または PA マスタシステムで今後スレーブを挿入するためのダミーモジュール 
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